
雷サイトを活用した危機回避能力の育成 
〜水泳授業を通して〜 

 
日田市立高瀬小学校 岩﨑 敬 

 

 水泳授業の取り扱う内容にも泳法の習得ばかりではなく、自分の命を守る内容も入っていま

す。海や河川での危険について教えたり、着衣泳も取り入れたりします。本校では、全学年で

「浮いて待て」の運動を取り扱っています。 

 また、子どもたちの学習だけではなく、水泳授業のシーズンは、天候により授業を実施するか

しないかについて、各学校、毎朝頭を悩ませることが多いのではないでしょうか。近年は、水

温、気温だけではなく、雨雲レーダー、雷雲レーダーを見ながら授業実施（回避）を判断しなけ

ればなりません。本校児童は、水泳が大好きという子がとても多く、中止の判断をするときに

は、とても心が痛み悩みの一つになっています。 

 今年度、熊本県では雷アプリ（気象庁：雷ナウキャスト）を使う指導をするというニュースを

聞きました。そこで本校でも水泳授業実施の判断の一つとして取り入れてみることにしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜熊本県教育委員会が作った各学年向けチェックリスト＞ 

本校児童には、タブレット端末のホーム画面に今年度は雷サイト（気象庁：雷ナ

ウキャスト）の URL 入れるようにしました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本日の水泳授業は途中から退水の可能性があると事前に確認 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あたりが少しずつ暗くなってきて、再度雷ナウキャストで 

確認。日田市に雷雲がかかってきたことを一緒に確認し、 

残念ですが、プールを途中退水して、教室に戻りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これが雷雲だよと、児童と確認。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもたちも、授業前に雷ナウキャストを見て「やった、今
日は泳げる」と喜ぶ姿や、「今日の中止は仕方ない」と、自分
で納得する姿が見られるようになってきました。 

私たちも、天気予報の雷注意報、警報の有無を中心に水
泳授業の実施を考えることが多かったのですが、いつの間に
か最先端のテクノロジーを使うことが習慣づいてきました。 

「ともに学ぶ」とはこういうことかと、改めて感じているとこ
ろです。 

あれが来たら、すぐ上がるよと確認。 


